
コンクリート屋といった領域意識を払拭してかからなければなりません。

＊次号の鋼構造・合成構造特集号では，

鋼構造分野における当社のここ数年間の

技術開発内容について，合成構造を含め

て報告する予定です。具体的には，ケー

ブルトラスト橋，上下部剛結橋，合成床

版，橋梁補強工法，オープングレーチン

グを用いた軽量橋梁，橋梁制振技術，海

岸・海浜耐候性鋼材使用橋梁，フレア護

岸（低天端非越波型護岸），鋼製人工リー

フ，透過型砂防堰堤，リングネット式砂

防堰堤，鉄道・道路向け防音技術です。

また，韓国ヨンジョン大橋でのケーブル

架設指導の事例についても紹介します。

この橋は，3次元サグで

編集後記

＜特集の編集を終えて＞
＊自動車並びに自動車を取巻く産業界
は，その快適性，運動性能の向上に対す
る技術開発とともに，地球環境問題改善，
安全性向上に対する取組みの強化が求め
られています。これを達成するIュレーション，溶接などの利用技術に関する成果を紹介いたしました。＊ 21 世紀における自動車が今後直面する課題に対し，これを解決するためには




